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近似値計算やシミュレーションをする POWER/SUM

435	 関数を微分する………P.470関連ワザ

=POWER(A4,2)*(A5-A4)
=SUM(D4:D44)
セルA2の2乗に、セルA5の値からA4の値を引いたものを掛けます。また、セルD4〜D44までの合計を求めます。

入 力 例 436.xlsx

POWER(数値, 指数) P.754 ／ SUM(数値1, 数値2, ... , 数値255) P.756関数書式

定積分の値は、グラフとx軸で囲まれた部分の面積と考えられます。したがって、x=aからx=bまでを細
かく分割し、それぞれの小片の面積をすべて足せば、定積分の近似値が得られます。細かく分割した1つ

の小片の幅をΔxとすると、その小片の面積は f ( x ) ×Δxとなります。これらをすべて合計するというわ
けです。以下の例では、f (x )=x2の区間である［0,4］の定積分の近似値を求めています。

関数を積分する
ワザ

436
対応Ver. 2007 2003 2002 2000重要度 難易度

定積分の近似値
を求める

セルC4をセルC44まで
コピーしておく

定積分の近似値が
求められた

❷「=SUM(D4:D44)」
と入力

❶「=POWER(A4,2)*(A5-A4)」
と入力

ポイント

● ここでは、以下の図のように、範囲を細かく短冊状の小片に分け、面積を合計することによって定積

分の近似値を求めています。なお、f (x )=x2の区間［0,4］の定積分の正確な値は21.3333です。

高さ×底辺、つまり、

が１つの小片の面積となる。

Δx

f ( x )×Δx
f (x )f ( x )

Δxa b

活用のヒント

より精度の高い方法としては、台形公式やシンプソンの公式が使われます。台形公式では、短冊状の小

片ではなく、台形の面積を合計します。シンプソンの公式では、関数を2次式で近似して面積を求めるの

で、2次関数までの正確な値が得られます。ダウンロード用のサンプルファイルにそれらの方法を使った

例を含めてあるので参照してください。「=POWER(A4,2)」の部分をEXP関数やLOG関数などの関数にす

ることにより、さまざまな関数の定積分の近似値が得られます。


